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県
教
委
で
は
九
月
十
七
日
（
水
）
の
教
育
委
員
会
で
、
来
年
度
よ
り

主
幹
教
諭
を
設
置
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。 

 

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
を
受
け
て
、
副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指
導

教
諭
が
お
け
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
で
十
三
都
府
県
が
主
幹
教
諭
・
指

導
教
諭
を
配
置
し
て
い
る
。 

 

島
根
県
の
考
え
る
主
幹
教
諭
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
詳
細
は
別
紙
） 

 
【
主
幹
教
諭
の
設
置
に
つ
い
て
】 

 

① 

職
務 

 

・
校
長
及
び
教
頭
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
校
長
か
ら
任
さ
れ
た
校 

 
 

務
に
つ
い
て
、
校
長
等
が
判
断
・
処
理
で
き
る
よ
う
、
取
り
ま
と 

 
 

め
整
理
す
る
こ
と
。 

 

・
必
要
に
応
じ
て
、
教
務
等
の
主
任
を
兼
務
す
る
こ
と
。 

 

・
児
童
生
徒
等
の
教
育
を
担
当
す
る
こ
と
。 

② 

設
置
理
由 

 

・
主
幹
教
諭
は
管
理
職
と
教
諭
等
の
間
に
立
ち
、
学
校
経
営
方
針
を 

 
 

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
教
諭
等
の
意
見
等
を
取
り
ま
と
め
管 

 
 

理
職
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強 

 
 

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

・
主
幹
教
諭
は
教
諭
等
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
経
験
を
生
か 

 
 

し
て
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
育
成
を
図
る
こ 

 
 

と
が
で
き
る
。 

 

・
加
配
に
よ
り
主
幹
教
諭
の
授
業
時
数
を
軽
減
す
る
こ
と
が
効
果
的 

 
 

だ
が
、
そ
の
た
め
の
定
数
が
平
成
二
十
年
度
は
千
人
新
た
に
措
置 

 
 

さ
れ
、
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
も
予
算
を
要
求
が
な
さ
れ
て
い 

 
 

る
。 

③ 

選
考
方
法 

 

・
管
理
系
で
あ
る
主
幹
教
諭
は
、
教
頭
昇
任
候
補
者
名
簿
登
載
者
の 

 
 

中
か
ら
選
考
す
る
。 

④ 

配
置
と
人
事
異
動 

 

・
小
学
校
十
二
学
級
以
上
、
中
学
校
九
学
級
以
上
の
学
校
の 

 
 

中
で
、
特
に
必
要
と
す
る
学
校
へ
配
置
す
る
。 

 

・
原
則
と
し
て
、
主
幹
教
諭
と
し
て
の
異
動
は
行
わ
な
い
。 

  

県
内
で
配
置
基
準
に
該
当
す
る
学
校
は
、
小
学
校
が
五
十

校
、
中
学
校
が
三
十
二
校
で
あ
る
。 

 

既
に
配
置
さ
れ
て
い
る
他
県
の
課
題
か
ら
本
県
で
の
運
用
に

つ
い
て
考
え
る
。 

 

・
負
担
増
に
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

・
職
務
、
職
責
が
現
場
の
教
職
員
に
わ
か
る
よ
う
に
提
示
さ 

 
 

れ
、
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

・
主
幹
教
諭
一
名
に
つ
き
、
一
名
の
加
配
が
あ
る
こ
と
。 

 

・
単
な
る
管
理
職
へ
の
通
過
点
と
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 
 

 

今
後
、
現
場
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
説
明
・
研
修
が
行
わ

れ
、
学
校
現
場
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
方
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
県
教
委
か
ら
は
、
主
幹
教
諭
の
導

入
に
よ
っ
て
、
県
単
で
行
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
縮
小
す

る
こ
と
は
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

来年度から主幹教諭を配置！ １５名程度 

∧
専
従
の
気
に
な
る
本
∨ 

 

ド
ラ
マ
に
も
な
る
「
夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ
」
を
昨
年
紹
介
し

た
と
き
は
、
爆
発
的
に
売
れ
る
前
で
し
た
。
ド
ラ
マ
に
な
る
な

ん
て
…
。
今
回
は
、
昨
年
講
演
い
た
だ
い
た
原
田
隆
史
氏
の
著

書
と
十
月
に
講
演
い
た
だ
く
野
口
芳
宏
氏
の
著
書
で
す
。 

 

「
カ
リ
ス
マ
教
師
の
心
づ
く
り
塾
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
田
隆
史
著 

 

日
本
経
済
新
聞
出
版
社 

「
授
業
の
作
法
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
口
芳
宏
著 

 

学
陽
書
房 



 

雲南市立吉田小学校 

   民谷分校 

 本校は、美しい山々に

囲まれ、田園の広がる日

本の原風景の中にたたず

む、児童数１０名の学校

です。子どもたちは、地

域の方の温かいまなざし

の中で、元気に生活し、

学校行事や活動に地域の

方を招いて交流していま

す。 

 クラブ活動では、神楽

を教わり、秋祭りで披露

したり、５年目の取り組

みになるＮＨＫ合唱コン

クールへの参加のため、

地域でプレ発表会を開い

たりします。いつも大き

な声援をいただき、励ま

されています。 

 

 
 

幼
稚
園
講
師
研
修
会 

 

九
月
六
日
（
土
）
、
幼
稚
園
部
会
は
、
教
育
文

化
研
究
所
と
連
携
し
て
、
幼
稚
園
講
師
研
修
会
を

出
雲
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
て
開
催
し
た
。
昨
年
は
、
出
雲
市
の
幼
稚
園

職
員
採
用
が
な
か
っ
た
た
め
、
研
修
会
が
開
催
で

き
な
か
っ
た
。 

 

今
年
度
は
、
若
干
名
の
採
用
が
あ
る
と
の
こ
と

か
ら
幼
稚
園
の
講
師
の
方
を
対
象
に
、
ピ
ア
ノ
実

技
、
面
接
、
小
論
文
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

講
師
に
は
、
出
雲
三
中
の
阿
川
教
諭
と
今
市
幼
の
石
飛
教

諭
を
お
迎
え
し
、
阿
川
教
諭
に
は
ピ
ア
ノ
実
技
を

じ
っ
く
り
と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
石
飛
教
諭
か
ら

は
採
用
試
験
の
勉
強
に
つ
い
て
経
験
を
踏
ま
え
た
講

話
が
あ
っ
た
。 

 

今
回
、
実
技
指
導
、
面
接
、
小
論
文
の
指
導
に
は

中
学
校
教
諭
と
幼
稚
園
教
諭
が
あ
た
っ
た
。
幼
小
中

の
連
携
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
組
織
の
中
で
の
こ
う

し
た
連
携
は
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
連
携
が
で
き
る
の
は
組
織
が

あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。 

 
島
教
協
は
、
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
を
前
に
、
九
月
十
八
日
（
木
）
県
人
事

委
員
会
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
人
事
院
か
ら
初
め
て
勤

務
時
間
に
関
す
る
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
八
月
十
一
日
（
月
）
の
人
事
院
勧
告
の

骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

○
民
間
給
与
と
の
較
差
（0.04

％
）
が
極
め
て
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
月
例
給 

 
 

の
水
準
を
維
持
す
る
。 

 

○
期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
も
民
間
の
支
給
割
合
と
概
ね
均
衡
し
、 

 
 

改
定
し
な
い
。 

 

○
給
与
構
造
改
革
の
着
実
な
実
施
。 

 

○
勤
務
時
間
を
一
日
７
時
間
45
分
、
一
週
38
時
間
45
分
に
改
定
。 

 

 
人
事
委
員
会
か
ら
は
、
高
橋
研
事
務

局
長
、
高
橋
陽
治
企
画
課
長
、
江
角
薫

給
与
Ｇ
Ｌ
が
出
席
、
島
教
協
か
ら
は
、

安
達
会
長
・
石
原
事
務
局
長
が
参
加
し

た
。
申
し
入
れ
内
容
は
、
勤
務
時
間
の

改
定
に
つ
い
て
、
ま
た
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
給
与
体
系
の
導
入
に
つ
い
て
で
あ

る
。
特
に
、
新
し
い
職
の
導
入
に
伴
う

新
給
料
表
や
教
員
特
殊
業
務
手
当
な
ど

に
つ
い
て
島
根
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま

え
つ
つ
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。 

 

高
橋
事
務
局
長
か
ら
は
、
勤
務
時
間

に
つ
い
て
は
、
「
国
、
各
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
情
報
収
集
中
で
あ
る
。
本
県
の
民
間
は
国
の
平
均
に
は
い
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
」
と
話
が
あ
っ
た
。
教
員
特
殊
業
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

「
倍
増
と
い
う
話
が
出
て
い
る
が
、
頑
張
っ
た
人
に
は
手
厚
い
処
遇
を
し
て
も

よ
い
と
思
う
。
」
ま
た
、
主
幹
教
諭
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
「
今
の
と
こ
ろ
特

二
級
を
考
え
て
い
る
。
教
務
主
任
を
兼
務
し
た
場
合
の
主
任
手
当
も
含
め
て
今

後
検
討
し
て
い
く
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  
教
育
専
門
職
に
相
応
し
い
給
与
体
系
を
！ 

   面接練習の様子 

 ピアノ実技講習の様子 

島教協結成について説明をする安達会長 


